
認定 NPO 法人横浜日独協会 第４２回理事会議事録 

（オンライン会議） 

 

１．日   時  ２０２０ 年１２月１２日（土）１３：００～１４：３０ 

２．会   場  オンライン会場 

３．理 事 総 数  ２３名 

４．出 席 者 （オンライン出席者） 

早瀬会長 能登副会長 南雲常務理事 山口常務理事 成川理事 

ユーデック理事 中尾理事 寺澤理事 佐藤理事 大堀理事 小貫理事 

大治理事 地野理事 齊藤常務理事 

委任(議長)：向井副会長 大瀬常務理事 坂井理事 小島理事 神永理事 

磯貝理事 藤田理事 北井理事      以上２２名 

（欠席理事）ゼーリヒ理事 

※運営委員：西条委員 

 

５．議事の経過の概要および議決の結果 

定款第３３条および第３７条にもとづき早瀬会長は、新型コロナウィルス感染防止対 

策のため、本理事会はオンライン会議とする旨、議案書を添え１２月２日全役員にメ 

ールで通知した。 

定款第 34条の規定により、早瀬会長が議長にあたる。 

本理事会の議事録署名は早瀬会長、能登副会長および齊藤事務局長とした。 

 

６．議  題 

 

第１号議案 報告事項について 

① 会員実績： 総数 209名／団体＜個人会員 195名（内ヤングクラブ青年会員 8名、ヤ 

ングクラブ学生会員 36名）、法人会員 14社＞ 

② 資金状況：すべて預金のみ 合計 1,579,986円（内訳：ゆうちょ振替口座 760,980 

円、ゆうちょ総合口座 48,858円、横浜銀行駅前支店 780,148円） 

③ 会報／ＨＰ: 次号 1月号（第 57号）は印刷に回り、12月 17日に発送業務委託先に 

届く。年内発送が終えられるよう早めに進めている。（山口編集長） 

④ 事業実績（予定）報告 

〇河原フランクフルト総領事、バイヤー独日協会会長他からクリスマスカードが届 

いた。来年は日独交流 160周年、共に盛り上げましょうとのメッセージが添えら 

れていた。（早瀬会長） 

〇広報担当向井副会長と、中小企業支援委員会大瀬委員長及び坂井顧問は、法人会 

員訪問を進めている。トルンプ株式会社の新社長に就任したヤコブセン氏のアポ 

イントはコロナ禍のためリアルタイムでは会社側も不安が大きいため、法人会員 



ワインブティック伏見黒川社長に依頼し赤白のワイン（化粧箱入り、送料込 1万 

円）をお贈りする。（齊藤事務局長） 

〇「よこはま夢ファンド」の収支決算書を提出した。助成基準額 65,000円全額を申請し同 

額消費をした。記念誌に係わる経費総額は 262,764円（内訳：印刷製本費 100,070円、郵 

送料 142,760円、ひびき工房の発送諸費用 19,934円）だった。（齊藤事務局長） 

    〇「横浜市市民公益活動緊急支援助成金」に申請したオンライン会議システム構築ハード 

  整備事業の関連の決算予定額は 301,226円。助成金額 270,000円を超えた金額が協会の 

負担分となる。年内には横浜市に報告書を提出する。（齊藤事務局長） 

 〇名簿管理に係わる「名簿及び入会届・退会届」データの一元化を事務局で進めている。 

当協会のクラウド・ストレージ上（インターネット上のファイルの保管場所）に会員名 

簿及び入会申込書・退会申込書を一括ファイリングし、役員に限って閲覧できるが、加 

除訂正については当面事務局（能登副会長、齊藤事務局長）が担当する。この方法によ 

り相互チェックを可能にし、ＮＰＯ法人の基本データの一元化がはかれる。（齊藤事務 

局長） 

     

 以上、報告事項について全理事一致して承認された。 

 

第２号議案 イベント予定について 

  12月理事会（第 42回）：12月 12日（土）⇒オンライン会議 

  1月理事会（第 43回）：1月 16日（土）13:00～14:30⇒オンライン会議 

  1月イベント（講演会）：1月 16日（土）15:00～17:00⇒オンライン講演会 

    講演：野澤 勉会員 『チーズの楽しみ方～試食とともに～』 

  2月理事会（第 44回）：2月 20日（土）13:00～14:30⇒オンライン会議 

  ２月イベント（映画鑑賞会）：2月 20日（土） ⇒コロナ感染防止のため中止 

  「Der schönste Tag meines Lebens 」（邦題： 野ばら オーストリア作品） 

  ３月理事会（第 45回）：3月 20日（土）または 21日（日） 

  ３月イベント：3月 20日（土）または 21日（日） 

  講演会（駐日ドイツ大使館フィーツェ首席公使が候補）もしくはオンライン 

イベントを予定しているがコロナ情勢しだい。 

日程は戸塚区民センターの会場抽選の結果待ち。 

会報 1月号にはすでにイベント情報を掲載しているが、会報発送時に同封するハガキに 

1月はオンライン講演会とすること、2月のイベントは中止とすることを明記するとと 

もに、ホームページの記載も修正する。（能登副会長） 

 

以上、イベント予定について全理事一致して承認された。 

 

第 3号議案 オンラインイベントの考え方と具体化への検討について 

  新型コロナウィルス感染拡大傾向が収まらず、前第 2 号議案に係わる議論から明らかなよう 



に、対面でのイベント開催は難しい。次の中小企業支援セミナーオンラインで開催することで 

準備中である。主催者として運営や技術面でのスキルアップは不可欠だ。（齊藤事務局長） 

 国際的なネットワークを使って事業を行っているが、会議は全てオンラインでやっている。 

国際フォーラムもオンラインで行われ、参加者 200 名の場合でも良い会議ソフトがあり小グル 

ープのディスカッションが可能だ。（ユーデック理事） 

 百人一首を読む会では、1 月のカルタ会は中止にしたが、今後も zoom を使いオンラインで続 

けいていく。（寺澤理事） 

 1 月開催予定のイベントはオンラインが好ましい。ホストがオンライン配信に必要な器材等を 

講師のもとに持参すれば開催できる。当協会は認定 NPO 法人として会員以外にも広く開かれた 

イベントを行う義務がある。いろいろトライしてみてはどうか。（成川理事） 

 今後行われるイベントはデータに残し、アーカイブとして後で閲覧できるようにしたらよい 

のではないか。（佐藤理事） 

 イベントへの参加希望者は会報同封のハガキで返信するか、ホームページを見て連絡してく 

る。著作権（音源は 50 年以上経過でフリー。YouTube もフリーで使用可）などに留意して映画 

鑑賞会や演奏会もオンラインで可能となるが、市民へのイベントの通知方法なども変えていく 

必要がある。有料のイベントの場合の事前登録や料金の徴収方法など詰める必要がある。（能登 

副会長） 

  当協会には８０名以上のウェブでつながる会員がいる。オンライン化でさらにいろいろな 

方々とも広がる可能性がある。引き続きイベントの在り方を検討していく。（早瀬会長） 

 

 以上、オンラインイベントの考え方と具体化への検討について全理事一致して承認された。 

 

 

以上により本日の議事を終了して、議長は閉会を宣した。  

 

 

以上、オンライン会議による理事会の議事録が正確であることを証します。  

 

    ２０２１年１月７日  

議 長 早 瀬  勇 

 

議事録署名人 能 登  崇 

 

議事録署名人 齊 藤  進 治 

 


